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Project Design Goals

 High Luminosity: L= 103 — 10%*cm-?sec’’,
10 — 100 fb-'/year

« Highly Polarized Beams: 70%

« Large Center of Mass Energy Range:
E., =29 - 140 GeV

« Large lon Species Range: protons —
Uranium

» Large Detector Acceptance and Good
Background Conditions

« Accommodate a Second Interaction
Region (IR)

Polarized beam: e, p, d, 3He
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずは縦偏極実験の話ですが、そもそもの始まりは、深非弾性偏極レプトン散乱実験による核子スピンに対するクォークスピンの寄与の測定です。
これがまずは SLAC で行なわれ、続いて CERN で精度を上げて EMC という実験が行なわれ、A1 に対して、この図のデータが得られました。これから偏極構造関数g1のx=0-1の積分をすると、u-quark, d-quark, s-quarkのこのような和が計算できます。そしてこれを中性子やハイペロンのベータ崩壊のデータと組み合わせることにより目的の、核子中の全クォークの寄与、delta-Sigma が計算できます。
しかし、その結果はとても奇妙なものでした。ナイーブには多くの核子スピンはこのクォークからの寄与で説明できると考えられていましたが、結果はこのように多く見積もって半分以下、ゼロとコンシステントなものでした。

この辺のＳＬＡＣ実験からは、このようなクォークスピンで核子スピンを説明するような予想がなされていましたが、ＥＭＣ実験はそれより非常に小さいasymmetryを示したわけです。

この結果を得るにはx=0-1の積分が行なわれていますが、このデータが覆う範囲はまだまだ小さかったので、その後より高精度の実験が SLAC/CERN/DESY/JLAB で続けられました。
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